
「ＳＴＯＰ！！ その操作は安全ＯＫ？」 

守ろうルール 守ろう自分の今・未来 

Ｅ－ＮＥＷＳ別添（Ｒ８．９月） 村山教育事務所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月から生活道路の最高速度３０㎞/h化 

◆ 主に地域住民の日常生活に利用される、中央線や中

央分離帯などがない比較的狭い道路が対象です。 

  従前どおり、道路標識等による指定がある場合は、 

その速度に従うことになります。 

また、今年度、頻繁に取り締まりがある有名な場所 

での違反報告も挙がっています。注意が必要な場所に 

ついて、ぜひ職場で話題にしましょう。 

 

「一時停止」は要注意。心の余裕を・・・ 

◆ 一時停止の標識がある交差点では、停止線の前で確 

実に一旦停止します。「止まったつもり…」は、通用 

しません。さらに、見通しが悪い交差点や深夜の赤の 

点滅信号では、停止線の前で一度確実に止まった後 

で、左右を確認しながら交差点に進入しましょう。 

 

駐車場での事故も多発中 

◆ 駐車場から路上へ出る際に前方の車に追突したり、 

駐車の際に隣の車にぶつかってしまったりする事故 

が発生しています。また、駐車場でも歩行者に十分 

気をつける必要があります。焦らず、視野を広げて 

余裕を持った運転を心がけましょう。 

校務DXにより、ICT機器の

利活用が進んでいます。 

便利になる一方で、慣れや油

断、思い込み等から不祥事が発

生する可能性があります。 

未然防止のために、定期的に

チェックリスト等を活用し、情

報セキュリティやネット・エチ

ケット等について、振り返って

みましょう。 

その際、各市町における「教育

情報セキュリティポリシー」も

よく確認することが大切です。 

「10分でできる不祥事予防研修」 

校内倫理委員会や職員会議のはじめ等に御活用ください。 

「教職員の ICT機器利活用 

ハンドブック」 より 

（R7改訂 山形県教委） 

 

 

 


